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内容  はしがき  
第一筆 舌代日本評と高旬霹語との関係についての諸説  
第二牽 各個地名の考証  
第三尊 者韻組織  
第一章 古代日本語と高句麗語との関係についての諸説  
内藤湖南と新村出  
『三国史記』にのせられている高旬贋地理志記載の地名から、古代日本語の  





「国語及び朝鮮語の数詞について」（『芸文』7ノ2、ヰ 大正5年2月、年月、の  
ち『東方言語誌叢考』『言葉の歴史』等所収）という論文を発表されて、『三国史  
記』巻三十七高旬房琵地理志の地名表中から、  
三岨鼎 一云藤波骨   
五谷原 一云今次云忽（今の字は、弓、干にも作る。『輿地勝覧』『文献備  
考説』によって干次春忽を正とする。）  
七重県 一義難隠別  
十谷県 一云徳頓忽  
のヰ地名をあげ、「密」が日本語のミツもしくはミに、「干次」が日本語のイツ  
に、「難隠別」が日本語のナナヘに、「徳」が日本語のトに、似ているといって  

















前間恭作・坪井九馬三   
前岡恭作氏およびその説に附言した坪井九馬三氏の論文は「三韓盲地名考補  
正」（『史学雑誌』36ノ7、大正14年、『前間恭作著作集』（下）京都大学文学部   






春と日本語のタニ（谷）（坪井氏説）   
遭と日本語のカフ（飼）（坪井氏説）  
古次と日本評のクチ拍）（坪井氏説）  
悩・奴■内一乃と日本語のナレ（川）ナイユル（地頭）（坪井氏説）   
また、前間氏は、高句既地名としながらも、若干のものは新羅語であろうと  
推定している。  
梁媚僧梁貰  これは二つとも羅人の作った地名であると存じます。（p・  
530）  
旬麗でこの梁（Tor）の地名はないやうでございます。（p．531）   
吐上空これはみな羅人の命名した地雛「吐」の字をつけた主夫吐羞奈   
吐雛らびに枇瑳、それから「上」の字の上忽惹はみな羅名と存じま  
す。（p．532）   
これらの他にも新羅語と区別しようという意見が見られ、前間氏の見織の高  
さを知ることができ、本論文の主旨とも通うものがある。  




玄暁県 本推良火帰 一云三良火  






う。これらは、考え様では倭人の北方から南下の迩であるかも知れない。   
（P．179）   









































（22）波衣〝波骨（巌、く目〉イハホ）   
なお上記22語中にははいっていないが、新村氏のすでに指摘された語で村  
山氏の賛意を表されたものに、   
難隠別（七重）の「別」（重）日本語へ   















壌（土地）山＝高 梅 深 谷 白 巌 黄 峡 水   
以上によって、「高句死語は系統上、日本語に非常に近い言語である」と   
結論しても、大きな誤りはないであろう。（P■9）  
とし、さらに、高句魔語と朝鮮語との類似を挙げ、   
これらは高句麗静から高靂譜（引用者注、これが何を指すか不明。統一新   
羅王朝と商靂王朝とを指すか）に借用されて現代朝鮮に伝えられたもので   
あるか、或いほ同源のものもあろう。（p・10）  
として、ともかく高句麗語にはツングース的要素を含んでおり、さらにトルコ  
語とも共通性をもっているから、   
日本語も高句麗語とともに匂奴的要素を伝えているのでほないかと思われ  
る。（P．11）  




の中でかなりのスペイスをさいて高句麗諸説をあげながら、 日本語の起源の中  
ではこの語をとクあげていないのは、いまだ確実と見ていないからであろう  
か。   
















であることを述べ、新村博士の研究にふれた後で、   
私の仮説は日本語の夫余系統説と呼ぶことができるが、これは従来いかに  




であろう。未余諸語の消滅によって生じたミッシング・リンクが、今日韓   
国語および日本語の系統研究を難しくしているのである。（p・39）  
とのべている。  








のもありうるからであります。   









元老であった故 Charles HAGUENAUER博士である。その最後の著  
パNouvellesrecherchescompare／essurle」aPOnaisetleslangues alta‡－  
ques”（‘Bibliothとquedel′institut de8hautes eltudesjaponaises’1976  


















（馬淵和夫）   
馬淵・寧・大橋  






















（－云薪達一云息達）、加火押、   
牛首州  




判」（『朝鮮学報』舞ニー・ニニ簡）がある。   
2I鴇緑以北の高句麗地名群と九州の設置の際地名改正上の資料と思われるもの。   
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達忽、習比谷一作春  
（2）漢語訳のある地名  

























阿珍押県一云窮嶽、刀臓県一云雉嶽城、夫斯波衣県一云仇曳囁   
牛首州  
加支達県、夫斯達県、客連郡客一作各一云加今牙、育遺児一云音速、買谷県   
8）この改名の時期は、部分的なものをのぞいて、神文王5－8年（六八五一八）の九州  
整備時と考えられる（藤田亮策1953；90、井上秀雄1961；672）。   




北扶飴城州 本 助利非西、節城 本 家子忽、農夫城 本 肖巴忽、新城州   
本 仇次忽（或云敦城）、桃城 本 波戸忽、大豆山城 本 非達忽、遼東城  
州 本 烏列忽、安市城 蕃 安寸忽（或云 九都城）、鉛城 本 乃勿忽、牙  
缶城 本 皆戸押忽、驚缶城 本 甘弥忽、積利城 本 赤里忽、木銀城 本   
召戸忽、撃山城 本 加戸達忽、甘勿主城 本 甘勿伊忽、心岳城 本 居  
戸押、府夫妻城 本 肖利忽、朽宙城 本 骨戸押、穴城 本 甲忽、銀城  
本 折忽、似城 本 史忽  
Z 新羅による地名（「染」「火」「岐」「竹」などの字、またはすでに  
「浦」「山」「川」などの表意的用字を語尾にもつ。）   
洪山州  
骨乃斤県、皆次山郡、奴青竹県、地山県、唐城郡、幹浦鼎、梁骨鼎、夫如郡、  










3 そ の 他  
① 仇乙呪（一云屈迂）今豊川   
⑨ 開口 今儒州   
③ 栗口（－云釆川）今股来県   
④ 長淵 今因之   
⑧ 麻耕伊 今宵松鼎   
⑥ 楊岳 今安嶽郡   
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⑦ 板麻串 今嘉禾県   
⑧ 熊閑伊 今水寧県   
⑨ 蜜迂 今蛮津県   
⑩ 付珍伊 今永康県   
⑭ 鵜島 今白襟鎮   

























正名を「＞」によって順次その変動を示した。   
8）「岬」の字は新羅による用字とされる（前間恭作1974；326）。   
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はっきりしないのがある。   
猪遼穴県一云鳥斯押＞象猶県   
平准押鼎一云別史波衣＞分津県   
















応している。   
①「買」と「川」とが対応する場合  
南川県一云南買、述川県一云省知買、内乙買県＞沙川県  
横川県一云於斯買、深川県一云伏斯買、牡川県一云也戸買   
⑨「買」と「水」とが対応する場合  
水入県一云買伊県、買忽一云水城、  
水谷城県一云買且忽   
③「買」と「井」とが対応する場合  
泉井甘県一云於乙男顔  
慮井郡一云於乙冥   
①と②の場合を考えあわせてみると、「買」はその位置によって、語頭では  
「水」、語尾では「川」となってそれぞれ区別して改名されていることがわか  
る。このような改名は、高旬靂語で「買」に「水」および「川」という同源の   


















のか、という問題が残されているといえよう。   
猪近大県一云烏斯押＞衆猥県  











7）秋七月、我軍輿新藤人戦於潅水之原（巻三九高句駆本紀文容王三年）   















鵬鶴県一云租波衣一云鵬巌郡＞鵬南郡   
「波骨」  
三嶋県一云密波骨＞三嶺県  
文岨県一云斤戸波骨＞文登県   
「巴衣」   
済次巴衣県＞孔巌児  
その他  
平准（唯）押県一云別史波衣＞分樺児   






ければならないようである。   
つぎに、この三種の表記の漢語訳をみると、「波衣（波骨）＝岨」の対応はま  
ずうごかないであろうが（新村出1927；18）、ほかに「波衣」と「巴衣」が一  
例ずつ「巌」と対応している。「巴衣」が「巌」に漢語訳されたのが、「唄」と   
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漢語訳された時期よりおくれて景徳王による改名際であったことと8）、中世韓  







類似していることによるものであるが、   
脚 ヰ司 tari   （類合上21）   










で「伊梨」と記録されたことにより、その証とされているが、   





が、高句麗地名では「口」を表わすものとして、「串」のほかに「古次」また   
8）なお、「偶鶴県一云粗波衣一云禍巌那」においては、その記述法からして「鵜巌郡」  
は「鵬鵡県」よりあとに改名されたものか、この例だけでは明確にすることができない  
が、景徳王による改正名には「巌」と同義の「畠」があらわれる。   
16  馬淵・李・大橋  
は「忽次」という表記もあらわれる。   
大口郡一云甲比古次   
楊口郡一云要隠忽次   
辞項口鼎一云古斯也忽次  
これらから、「串＝盲次＝忽次」という等式ができようが、「串」の場合は「貴  
koc」という訓を表わしているようである。   
登山串 号槌音 tungsankoc（龍飛御天敵巻三十－）   













もつものをあつめてみるとつぎのようになる。   
「内」   
仇斤内那＞税壌郡   
今勿内郡一云万考 （巻三五地理四）   
骨衣内県  （巻三七地理四）   
「奴」   
一択伐奴県＞穀填県   
今勿奴郡＞黒壌郁 （巻三五地理二）   
骨衣奴県＞荒墳県 （巻三五地理二）   
「悩」   
休壌郡一云金悩   
まず、この三種の用字を検討してみると、  「内」と「奴」は『三国史記』巻  
三五及び巻三七の間で同様の用字を用いるのもあれば（伍斤内郡、伽伐奴県）、   










基文1967；79）。   
一九「於斯」も「斧」と対応するとされている（村山七郎1962b；68、李基  
文1967；83）。  
於支春一云巽谷＞巽谷県＞瑚齢県   
まず、「春」は「谷」と対応すると考えられる。「春」は高句発地名の中でほ  
かに「且」「頓」とも表記され、この三種の表記は同じく「谷」を表わしてい  
る。   
「呑」  
靡谷県一云首乙春  
習比谷一作春   
「且」  
水谷城鼎一云買且忽   
「頓」   
十谷原一云徳頓忽  
これらより、この三種の表記は音韻の類似による異字表記といえようが、これ  





「背」は日本の「かぶら」 「大根」の類と関係があるのではないかと推定されて  
いる（馬淵和夫1973；564）。   
18  席淵・季・大橋  
王岐県一云皆次丁＞馳道県＞端末頻  
「皆」と「王」の対応が考えられる。さらに例をあげれば、  
三途県 一云皆伯  
が加えられるが、「皆」は夫余官名の「加」、蒙古語の「qaran，qan」（帝王）、  
新羅官名の「幹・干」と関係があるとされている（李基文1967；83）。  










の例をさらにあげれば、   
牛首州 一云首次若  
が加えられるが、ここで、「首」は中世韓国語の「丘SyO」件）と一致すると  
されている（李基文1961；35）。   
一方、「知衣＝嶺」の対応は中世韓国語の「祁Cai」（鳩）と関係があるとされ  
るものである（辛党絃1958；54）。   
年岨 五胡  SyOCai（龍飛御天歌一巻三－）  
休壌郡一云金悩＞金壌郡＞金壌郡  
「悩＝壌」についてほ既述。さらに「金＝休」の対応が考えられようが、こ  
れは訓で互転しているとされている（梁柱東1965；386）。   
憩 型－ Sui－  （類合下21）   
金 司  soi   （訓義子会31）  
ただし、ここでも、「金悩」における昔・訓の混用が問題になるようである。   



























118）。   
















衣」は新羅語の「居染」（荒）、中世韓国語の「フ弓喜一 ka可（r〉一」（荒）と類似す  
るとされている（拳基文1967；86）。  
沙伏忽＞赤城県＞陽城県   








また百済地名にみえる「所非」もこれと関連するものといえよう。   
赤鳥県 木百済所非浦県（巻三大地理三）   











関係づけられよう。   




と関係があるとされている（新村出1927；20、李基文1961；35）。   
つぎに、「別＝重」の対応は中世韓国語の「呈pAr」（重）、古代日本語の「へ」  
（重）と関係があるとされている（新村出1927；20、季基文1967；84）。  







「息」は「土」と対応するとされ、下記のような語と関係があるとされてい   
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る（李基文1967；78－79）。  
ナナイ静 Siru（砂）  
エヴェンキ語墾rug！（砂）   
蒙古語 邑irurai（塵・土〉  
中世韓国語 貫 hArk（土）  
主夫吐郡＞長堤郡＞樹州   
高句麗地名には「吐」字であらわれる一群の語がある。  
奈吐郡 一云大堤   
奈鰹郡 本高句麗奈吐郡   
隈上県 木南句麗吐上県   









内乙貿 一云内余米   






仇忽県＞陰城県＞陰城県   
叩ラ」は「陰」と対応するとされている（村山七郎1962b；67）。   

















高木銀牌 一云達乙斯  







85）。   
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されたものがあるので（例、「滞留一類利」）、これらも適宜利用する。   
ヰ．季基文氏（1968）は高句麗に於る漢字音について「高句麗における漢字音   







く「龍飛御天歌」参照）。   
















＊u→u  ＊u→0  
＊6→tu  ＊0→Ⅵ  














された言語資料が非常に乏しく、方法上にもいろいろな制約が加わってくるよ   










ず母音組織について考えてみたい。   










ied→iei（6）   

















布【丘桓r】3 弥【m皇er］1  
知【t皇eg］6 斯【s主eg】14 支［k真eg】2 只【k主eg】L  
西【sied】1米【mied］2 泥【nied］2 斉［dz‘iedト  
【ts主ed】1  
利【l主ed】3 比【p皇edト［b‘皇ed］4 次［ts‘主ed】9 伊  
臼ed】8  
省【siengト車eng】2 背【ts皇eng】1  
平【b‘如g】4  
春［t‘3n】8 徳［tSk】1  
乃tn5g］2  
南【n5m】1含［Y昌m】1  





今〔k由m】2 習【頭pll息【s皇9k］1偽巨軸ng】8  
青梅m］2 金【k真am］1   































a→a（27）   
ad→ai（4）  



























邪（耶）【g撞g］～［z娼g］2 夜［d繕g】1也【d挿gl5  
車【k‘真邑g】1  
伯【pw叫一【mw叫1  






阿【a】8 安［an】1胞【1ap］1難［nan】1多【ta】1  
且【tan］1達【t【atト【d（at］17 甘［kam］2  
奈【nad］a 害【Yad】1  




頭【d‘ag】8   





【g‘皇og】2 首【Ⅹ主軸】5  
【t3幻1悩rnSg］1毛rm5g】1  




ある母音をあげた。）   
1．eg→五i′－i呂（14）   
2・皇eg→i芭（23〉   
3．皇ed→i（19）   
4．w5→uaく51）   
5．ね→皇a（10）   
6．a－→乱（16）   
7・ねg→皇wo（10）   
8．a→a（27）   
9・ag→uO（18）   












米＞沙川県）、これらの用字の中古音が2の【皇eg→ほ】の中古音とほぼ一致す   

































用字が高句既に於てもt邑】という母音で発音されていた可能性が充分考えられ   

































忽次一首次“口”【中古音でua－uOl   
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の対応例があるので／0／の異音の中に入れてよいであろう。／0／の異音として  
は、この他に【wa→ua］2【wS→ua］1［6→uO］9［5g→au］8などがあげられ  
る。   
次に5の母音匝→河をもつ漢字には「今、習、息、例、音、金」などが  



























以上のように高句廃語の母音を検討した結果、その母音組織はノi／／a／／邑／   
馬淵・李・大橋  32   
／0／／卵／u／の六母音から成るものであることが推定された。母音とその主な  
異音を整理してみると次のようになる。   
／i／［真eg→i6］28 tied→i］19［eg→ai－i6］14   
／a／【a→a］27【a→a］18【wa→ua】12   
／邑／【皇ag→皇wollO   
／0／【ag→uO】18【w5→u∂］51【6→u抽   
／6ノ【ね→わ］10 日5→ね】7   
















kol／「属斤押」／mak8n－aP／「加知斤」／katik6n／「沙非斤乙」／sabik6n・il／など   























音調和の現象がいっそうはっきりと浮び上がってくるように思われる。   




＜語頭子音＞   
【p］。 別【p主wat］～［b‘皇wat］1扶【p皇wagト［b‘主wag］l波【pw鈍 非  
［p皇w5d］2 比【pied］～［b‘真ed］1夫【p真wag卜【b‘主wag】2   
rb‘】4  伏rb‘まw5k】1平【b‘ま芭ng〕さ   
【m］18 蕪【m主wag］1馬【mwag］B 滅［m真wat］1買【meg】5 弥【m皇er］1  
密【m主w3t］1毛【m3g】1   
馬淵・季・大橋  
【t］10  多tta］1徳ttSk］1刀［t3g】1冬【t6ng】6 東【tang】1  
【t‘】4  吐【t‘ag］1達【t‘at］－［d‘at］3 





肖［s真3g］2 新【sienll薪［sienll朔【sak］1所【sagll 昔  














骨【kw叫2 加rka】6 甲［kap】2 居【k主唱】1甘【kam】2 古  






【呵1   
【g】1   
［g‘】2   
［軋   
＜語中子音＞   
［p】21  ［p皇ed】8 波【pwa】9 巴【pw邑g】3 伯【pw邑g】1夫【piwag】1  
1p主wat］1非tp皇wうd］8  
【b｛ieng】1伐【b‘真wat］伏【b‘皇w5k］  
［mier］1米【mied】2 買［meg］9 勿［m主w5th 木［mak】1  
匝w5t］53  
［teng］1知【t主eg］8 頓［twSnト【tak］1恥［擁p］1冬［t6ng］2  
【tan］1  








泥【nied】1内［nw3d］～［nw3bh 奈【nad］1奴【nag］1悩  
［nSg】1  
利けied】B 盛【蜘g］1烈［1軸1列［蜘t］1臓【1ap］1  
子〔ts皇3g］1斯［tst3m］望 排［tsug］1  
次ttsl皇ed］9 寸tts‘w5n］1  
省【seng］～［sieng］1酉【8ied］1斯［s皇eg】14 生［seng］1 蘇  
【sag】1沙【sa】1所【sag】1史【sa如 さ【8am］1   










骨【Yieg】4 過［甘W3d］l准【YWadll審【甘ad】1脾［Yieg］1〝  
r∫コgjegJl含ー甘昌河上  




語頭  諏中   
【p］9／【p‘】0   【p】21／【p‘】0   
【t‡10／［t‘J4   〔tJl巳／［tり21   
【ts］a／［ts‘］0 ［tsh／［ts‘】10   
鮎／【モ‘】0   呵0／［モ‘】0   
［k‘】0／【k‘】2   【k】8／【k‘】0   







る。）   
無気・有気の対立が存在しなかった可能性を示すものとして、次のような音  
相通例を挙げることができる。   






っており、地理的にはさほど腐っているわけではない。とのように無気音と有   





と有気の対立がなかった可能性を指摘している。   
次に語頭と語中に於ける無声音、有声音の使用度数を比較してみる。  






























とができる。   
語頭 述ホ忽（県卜亘泥忽（dし丈）  
上忽一車忽（圭一k）  
朱蓑一部牟一仲牟（モーtS－dり11一   





『日本書紀』には「仲牟」と記されている。   
『三国史記』記載の「高旬魔」地名より見た舌代高句麗語の考粂  37  
は無声子音だけが用いられ、母音間には有声子音だけが用いられるというよう  
な相補分布が存在したかどうかは手元の資料から明らかにすることはできな  
い。   
次に波音に関してであるが、漢音と平音の対立もおそらく存在しなかったで  
あろう。この推測を裏付けるような音相通例としては、   


















のである。   
次に鼻音にうつる。まず語頭および話中に於ける鼻音とその用例数は次の如  
くである。   
語頭  語中   
【m】13   【m】17   
【甲］0  【叩】58   
【n】9  【n】9   
【仙  【丘］3   
【ng】0   【ng】2  
【m】は語頭、話中ともに用例数が多く、音声的にも他の鼻音とほ明確に識別さ  
れる音であるから、高旬靂語の中に／叫という音韻が存在していたと考えて   








たと考えられる。また同一地名に対する異表記として   
述杢忽（県卜首堕忽（ん瓜）  
のような音相通例があるので［且】は／n／の異音としてよいであろう。しかしな  




















字音がきわめて近いものであったことを示す好例であろう。   
次に流音について考えてみたい。（高句漂語に於る流音を【r】と表記すべきか  
【1］と表記すべきか。あるいは現代朝鮮育引こみられるように【r】と【1］が相補分   


























5．【t】【d‘】  ???????? ?????????????
由   
［k‘］【g‘】  
［Y】  
このなかで5と7のグ／レーブに属する阿【k】は中古音で【t畠］に、【k‘】は【叫   
40  馬淵・李・大橋  
に、【d‘】は［d乏‘］に変っているが、上古音よりは中古音についた方が良いこと  
はすでに言及した「耶耶一夜牙」「忽一溝慢」等の音相通例や、さらに同一人  
名の異表記である。   
朱蒙㌦卸牟［上古音でモーtS中古昔でtかts】  
からも知ることができる。5と7の音は用例数もきわめて少く、独立した音韻  
とはみなしがたいので、まとめて3のグループに入れてよいであろう。   
















う。   
以上のような考察をもとにして、子音のグループを再編成すると次のように  
なる。  
1・【pl［p‘】［b‘1   
2．【t】【t‘】【d‘】   
3・【ts】【tsく］【血‘］【t＝サ1世＝k‘】   




さしつかえないであろう。すなわち／p＝t／／叫ノS／／k／の五つの子音を立てる   
『三国史記』記載の「高句麗」地名より見た古代高句寓語の考療  ヰ1   








＜語末子音＞   
［m］8 南［nSm］1斯【tsゼm］2 音［皇am］1含【甘合m］1≠【sam］1今  
【k皇am】1金［kねm］1   
［n］11 薪［sien］1隠［皇5n］1寸【ts‘w5n］1斤［ki5n］3 春［t＜叫 且  
【tanll頓［twさnト【tak】1   
【ng】。 冬【t8Jlg］ェ 兼【tGng］1背【tsieng】1省【seng］～［sieng］1仇  
【丘i3ng］1上［去如g］2 丁【teng］－［tieng］1生【seng】1   
【p］10 押【ap［7 臓【1ap】1甲［kap］1恥【1加p］1   
［t‡8。 別【p皇watト［b‘まwat］1伐【b‘皇wZt］1密【m皇wat］1達【t‘at］～  
【d‘at］12 忽［甲WSt］4丁 勿【m主w5砧 列【1真叫1烈［1遁t］1括  
【kwat】1乙［皇at］5 骨【kwat］4 述［d‘主w3t］1折［モねt］1   











と対応している例が多いのに気付く。   
＜地名＞   
嘩杢（忽）一首墜（忽）   
内ち星∵内申迷   
耳町家萱   
馬淵・李・大橋   ヰユ  
加担（忽）【加羅（忽）   
宋き軒一夫盈“松”   
盤サ墜“壌”   
畷峯－一波全“巌；岨”   
＜人名＞   
伯固一伯句   
薬慮一若友  
無視尾のものと有韻尾のものが対応している例としては、次のこ例が見出され  
るにすぎない。   
＜地名＞   
鳥斯一島生“猪”【ゼロ－れng】   




ちがいは記録した人の母国語の影響によるものと考えることもできる。   
まず語末子音【m】について考えてみることにするが、その際同一地名に対  














「難隠」という語彙は、古代日本語の【nanalと対応する一方、満州ツングース   
『三国史記』記載の「高句施」地名より見た古代高旬鷹詩の考察  43  
諸語の【nadan】“七”とも対応するといわれるが、そうすると「隠」の語末子  
音【n】もやはり発音されていたと考えなくてほならない。したがって、語末子  
音／n／の存在も認めてよいであろう。   
鵠尾にtng】をもつ漢字の用例は決して少くはないが、これに関する音の対  
応例からは語末子音tng】の存在を裏付けるような資料はいまのところ見当た  
らない。すなわち、地名でrng］と【ゼロ］の対応が一例   
鳥斯一鳥生“猪”tゼロ叫ng】  
人名で【ng］と【n】の対応がこ例   




妥当であろうか。   












て存在していたと推定される。   
新羅諏同様、高句難語に於ても語末子音の【t］が流昔化していたことは、次  
のような例から知ることができる。   
忽一沸藤一‘城’’   
於乙一伊梨“泉”   
乃勿㌦namari“鉛”  
高句贋の宰相「泉蓋蘇文」は『日本書紀』に放て「伊梨村須弥」と表記されて  
いるが、「泉」は高句常語で「於乙」であるから「於乙一伊梨」の対応を碍、   







































れても何ら不自然ではない。よって李基文氏の推定にしたがい、語末子音／吋   

















よび語末）   
ここで上記のように推定した高句麗語の母音組織、子音組織に関して、気付  
いたことを2、3記してみたい。まず高句麗語の母音舶織iまつぎのように6母  
音から成るものと推定した。   
＜高句麗静の母音組織＞  
1  u  
O O  
a a 
このうち／i／と／u／は中性母音的性格をもつが、残りの母音については／0／／a／  
（後舌）対／叫薄／（非後舌）という母音調和の傾向がみられることが指摘された。   
服部四郎氏（1975；1976b）によれば、満州文語（何世紀頃のものを指すのか  
明らかではない）の母音組織は次のようなものであったとされている。   
＜満州文語の母音組織＞  
1  u  







る点等に於て両者は頗る類似することが明らかである。   
馬淵・李・大橋   ヰ6  
一方、李基文氏（1974a）は古代朝鮮語（新羅語）の母音組織をつぎのように推  
定している。   
＜古代朝鮮語の母音組織＞  
1 u u  














島にまで進出し、その結果隣接する新羅、百済とも頻繁に言語接触がおこ なわ  
れたと推測されることなどを考慮するとき、これらの母音組織との対比は示唆  












（頭子音は【k］）と対応するためには同じ軟口蓋音である中古音につくべきこ と   





ているが、それらについて再びここで繰り返す必要はないであろう。   
